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東
西
経
済
思
想
の
相
似
性

穂

積

ま佐

文

は

し

が

き

論
語
に
、
『
我
不
欲
人
之
加
諸
我
也
。
菩
亦
欲
無
加
諸
ん
。
』

と
あ
る
を
讃
む
と
と
が
で
き
れ
ば
，
パ
イ
プ
ル
に
、
「
人
に
矯
ら

れ
ん
と
忠
ふ
己
と
は
、
人
に
も
亦
を
の
如
〈
せ
よ
。
』
と
あ
る
の

を
見
出
す
己
と
が
で
き
る
。

『
西
民
、

E
義
を
踏
ん
で
恐
れ
や
、
聞
宇
迎
の
鴻
に
は
身
首
鹿

を
異
に
す
る
を
鮮
せ
ざ
り
し
「
バ
ピ
ニ

7

1
ヌ
ス
」
あ
り
、
東
に

筆
を
燕
王
成
組
の
前
に
抱
っ
て
、
「
死
せ
ば
帥
ち
死
せ
ん
の
み
、

開
干
草
す
べ
か
ら
宇
」
と
絶
叫
し
た
る
明
朝
の
碩
儒
方
孝
需
が

あ
る
。
』

所
詮
、
人
で
あ
る
以
上
、
そ
の
思
ふ
と
こ
ろ
、
居
摘
す
と
こ
ろ

が
東
四
洋
を
具
し
た
が
ら
も
た
が
ひ
に
一
致
す
る
と
と
ろ
あ
る

の
に
不
思
議
は
あ
る
ま
い
。
し
か
ら
ば
経
済
思
想
に
於
て
も
必

宇
十
、
東
西
授
を
一
に
す
る
も
の
が
な
い
は
宇
は
た
い
で
あ
ら

東
西
組
済
思
想
の
相
叫
性

う

そ
と
で
し
ば
ら
く
東
西
解
消
思
想
の
相
似
る
と
思
は
れ
る
も

の
を
拾
ム
て
み
る
。

苛
子
と
ト

7

A

・
ホ
ヲ
プ
λ

荷
子
は
人
が
も
と
群
に
於
て
存
立
す
る
こ
と
を
認
め
て
斗
水

火
有
気
而
無
生
。
草
木
有
生
而
無
知
。
禽
獣
右
知
而
無
義
。
人

有
一
気
有
生
有
知
亦
且
有
義
。
故
最
潟
天
下
貴
也
。
力
不
若
バ
1
。

走
不
出
許
馬
。
而
牛
馬
矯
用
何
也
。
同
人
能
章
彼
不
能
筆
也
。
人

何
以
能
筆
。
日
分
。
分
何
以
能
行
。
日
以
義
。
故
義
以
分
則
和
。

一
則
多
力
。
多
力
則
題
。
彊
則
勝
。
』
と
言
ふ
。
こ
れ

和
則
一
。

は
ま
た
人
を
し
て
ク
ロ
ポ
ト
キ

y
の
相
互
扶
助
論
を
聯
想
せ
し

ち
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
菊
子
は
人
も
知
る
性

悪
論
者
で
、
人
を
目
し
て
、
『
人
之
性
器
。
北
ハ
善
者
協
也
hv
と

腕
、
従
て
例
へ
ば
『
人
之
位
。
生
而
布
好
利
E
向
。
順
是
。
故
争

奪
生
而
僻
譲
亡
諾

A
V

』
と
矯
L
、
人
は
欲
望
の
奴
隷
で
あ
り
、
欲

望
よ
ね
脱
却
す
る
を
得
ぬ
L
」
鋳
し
て
、
例
へ
ば
、
『
人
之
情
。
食

歓
有
錦
象
。
衣
欲
有
文
繍
。
行
欲
有
輿
馬
。
叉
歓
夫
徐
財
蓄
積

第
五
十
巻

互王

九

第
四
腕

七

同上書、岡篇上。6) 
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マ
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書
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約
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東
西
紹
糟
思
想
の
相
慨
怯

之
富
也
。
然
而
窮
年
果
世
不
知
足
u

是
人
之
情
や
」
と
一
言
ロ
ム
。

だ
か
ら
荷
子
に
よ
れ
ば
人
を
自
然
。
主
、
に
放
任
す
れ
ば
欲
望

を
縦
に
し
て
肱
舎
は
混
乱
に
陥
る
と
と
に
左
る
。
印
言
ム
。
『
人

生
而
有
欲
。
欲
而
不
得
則
不
能
無
求
。
求
而
惟
…
皮
長
八
刀
界
則
不

能
不
年
。
守
則
飢
。
飢
則
窮
出
』
か
く
て
は
せ
っ
か
〈
の
群
も
崩

解
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
し
か
ら
ば
と
れ
を
救
ふ
の
遣
は
如
何
。
初

子
は
そ
れ
を
「
道
欲
』
忙
求
め
て
言
ム
。
「
欲
不
待
可
得
。
市
求

者
従
所
可
。
欲
不
待
可
得
。
所
受
乎
天
也
。
求
者
従
所
可
。
受

乎
心
也

3

故
欲
過
之
而
動
不
及
心
止
之
也
。
心
之
所
可
中

理
則
欲
雑
多
奨
傷
於
泊
。
欲
不
及
而
動
過
之
心
使
之
也
。
心
之

所
可
失
四
時
則
欲
雄
寡
奨
止
於
飢
u

政
治
飢
在
於
心
之
所
可
。
亡

mり

於
情
之
所
欲
。
』

し
か
ら
ば
道
欲
白
道
は
如
何
と
云
へ
ば
、
有
子
は
そ
れ
を
膿

法
に
求
め
る
。
邸
言
ム
、
『
鴎
起
於
何
也
。
日
人
生
而
有
欲
。

欲
而
不
得
則
不
能
無
求
。
求
而
無
度
量
分
界
則
不
能
不
争
。
争

則
飢
。
飢
則
窮
。
先
王
悪
共
飢
也
。
故
制
鵡
義
以
分
之
。
以
養

人
之
欲
。
給
人
之
求
。
使
欲
必
不
第
乎
物
。
物
必
不
屈
於
欲
。

雨
者
相
持
而
長
。
是
鵬
之
所
起
也
司
」
し
か
し
左
が
ら
、
『
鵬
は

第
五
十
巻

五一ニ

O

第
四
韓

J、

る賞
。前

マチ E 
あ加
ぞ〉〆¥

でて
、之

町，j 't 
裁強
友行
きし
慢得
はで
さ始
ら め
に て
糟債
の値
Jijあ
を る
矯 も
さ dコ
VヨU)と

己1i

J亡古t
有正に
L士 、

ぎ;司
る円 U

J 在

ぷ盟
ム12円~

L二を
さ 羽目

」有
る る
と

J一 宇蕃
lξ 力
なを
り 握
、イ〉

そて
と ゐ
でる

『君
主主
子 D

古霊 前嘩

←寸 一寸

後先
三E -'E 
之之
道道
'--- '---
E を

豊百
し し
てて
牢革
王命
のを
忠是
想認
をす
鼓る
吹に
b"究〉封

すし
る、

と ヰ荷
とヨ乞

tc t土

絶壁土主
!l¥t之る
力是。

を 5酋 回
認舎 〈

め 弓
ー ヂ :7 "9  

二二蒼後
有而王
T古事費
人人夫
無之下
治君之

法戸也-"君ι=日， 0'勾り>ll

と右:τ
言と合
点て 待

に君主
至主而
主主の道
】 料l 上

法古
t亡 。

はき
法 B
を問、と

無二の
硯 ω 語
す ftp~~ 

rる 、民

主主そ
芸百例
?芳へ
Y 主 tr
にのか
ム作。
意る R

にも同
J の 5-
m 同
ふに

をし E
ら七阿

る 巴 E「
るl"君 p
己 主 。

を
も
っ
て
君
椿
の
絶
針
性
を
強
調
す
る
も
の
と
鴻
す
を
う
る
か

ら
で
あ
る
。

と
れ
を
要
す
る
に
、
荷
子
に
よ
れ
ば
、
人
は
群
に
於
て
存
立

す
る
が
、
し
か
し
人
の
一
牲
は
も
と
惑
で
あ
る
か
ら
、
と
れ
を
自

然
に
放
任
す
れ
ば
た
白
/
¥
そ
の
欲
望
を
這
求
し
て
、
相
争
ひ

つ
ゐ
に
群
を
破
械
に
導
く
と
と
に
な
る
。
そ
れ
で
こ
れ
を
救
済

け
7ご

向上書、第二巻、集辱筒策四。 8)
同上書、帯十六巻、 E名篇第二十二。
向上書、第十三巻、踊論筒第十九。
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小島耐馬博士、同 t書、頁二凡 '3) 小島鵡馬博士、同上書、頁ご長

同上書、第十三巻、躍論錆第十九。7) 
9) 
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と
と
に
怠
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
己
白
樺
カ
は
絶
叫
制
不
可
侵
で

友
け
れ
ば
・
な
ら
ぬ
と
云
ふ
わ
け
で
あ
る
。

論
じ
て
と
己
に
至
る
と
き
私
は
「
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
プ
ス
」
の
論

議
を
想
起
せ
ざ
る
を
得
目
。
け
だ
し
ホ
ッ
プ
ス
に
よ
れ
ば

『
人
聞
は
自
然
に
共
の
根
本
的
欲
求
に
従
ひ
て
行
動
し
て
他

を
顧
み
ざ
る
者
な
る
が
放
に
共
の
原
始
の
欣
態
は
高
人
主

敵
と
す
る
(
出
島
区
目
。
E
E
F
E
S
E
E
O
B
Z
)
欣
態
な
り
。

さ
れ

ε斯
く
高
人
が
高
人
を
敵
と
す
る
欣
態
に
於
い
て
は
吾

人
は
少
し
も
安
平
た
る
生
活
を
営
む
こ
と
能
は
十

是
に
山
町

い
て
か
人
類
は
共
白
根
本
性
な
る
利
己
心
に
よ
り
て
途
江
安
半

白
必
要
な
る
と
と
を
護
見
せ
り
。
然
る
に
安
事
を
保
た
む
に
は

互
陀
自
然
に
有
す
る
絶
叫
削
の
自
由
を
制
限
し
て
他
を
寄
せ
ざ
る

と
と
を
約
吐
ざ
る
可
か
ら
や
、
而
し
て
件
の
約
束
を
賓
行
し
て

杢
酬
曜
の
結
合
を
保
た
む
に
は
全
健
D
上
に
立
ち
絶
叫
引
の
樺
力
を

有
し
て
破
約
者
を
罰
す
る
主
樺
者
疋
か
る
可
か
ら
宇
。

構
は
全
惜
の
上
に
絶
封
白
樺
力
を
有
す
る
者
に
し
て
臣
民
は
皆

東
西
紹
静
思
想
白
相
似
性

わ

絶
榊
到
の
服
従
を
義
務
と
せ
ざ
る
可
か

ι曳
ゲ
』

三
者
の
論
旨
の
相
似
る
と
と
ま
さ
に
符
節
を
合
は
す
が
ご
と

く
で
あ
る
の
に
驚
嘆
せ
ざ
る
を
得
向
者
私
の
み
で
あ
ら
う
か
。

7
y
f
A
と
韓
非
子

7

ル
サ
ス
白
人
口
論
は
次
の
如
く
要
約
せ
ら
れ
る
。
「
食
物

は
人
の
生
存
に
必
要
で
あ
る
』
(

e

a

m

自
白

Z

耳
目
説
"
弓

E
F
O

m
 

Z
E
E白
品
目
自
)
文
『
雨
性
聞
の
情
欲
は
必
要
に
し
で
ほ
ぼ
そ

の
現
欣
を
維
持
す
ぺ
し
』
(

Z 
B 
戸

、4
5凶

E • 
0 

i 
n 

E 音
~ . 'g 

s' 5 
".ロ

J E 
15 
白己

若宮
o 
..........19) ~ 

そ E

し
て
『
己
の
二
法
則
は
わ
れ
わ
れ
が
凡
そ
人
類
に
就
い
て
の
智

識
を
有
せ
し
以
来
・
わ
れ
わ
れ
の
天
性
に
闘
す
る
確
法
な
る
も

D

D
如
し
。
』

(
F
2
Z
o
F
5
2
0同

E
8
1
E耳
『
邑
自
可

r口
。
当
日
O
L
官
。
『
ヨ
防
止
内

FPRM402zrMW4z-ummHM
匹
以
内
凶
白
]
防
省
切
。
「
。
白
一
司

n
q
 

E
Z司
)
却
し
か
る
に
『
人
目
白
増
殖
は
土
地
が
生
活
資
料
を
生
産

ず
る
よ
り
も
遥
か
に
強
大
で
あ
る
ロ
人
口
は
若
し
妨
げ
ら
る
る

主

と
と
な
〈
ん
ば
幾
何
級
数

E
以
て
増
加
す
れ
ど
も
生
活
資
料
は

算
術
級
数
を
以
て
増
加
す
る
に
止
ま
る
。
』

(
z
-
F
O
宮
古
円
。
『

第
五
十
巻

豆王

帯
四
時
四

九

萄子、第三巻、非相篇第五。 15) 同上書、第八巻、君主主館第十二。
小島揃馬博士、上掲善、頁二凡
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東
西
組
済
思
想
白
相
似
性

旬。
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2
5
出
色

T
E
S
S
E
-可

E
R
O
M
M
2
E
E
2
F
E
E
s
-
E
E
)
し

か
る
に
『
人
聞
の
生
活
は
必
や
食
物
が
入
別
に
て
、
己

D
E
と

は
酌
れ
わ
れ
の
天
性
に
闘
す
る
法
則
た
る
が
故
に
、

E
れ
ら

つ
の
不
同
友
る
結
果
は
、
常
に
平
等
に
保
た
れ
た
仔
れ
ば
な
ら

忠
。
』
(
同

S
F
R
V調
。
『
。
耳

E
H
E
m
-

z
p
r
o
】同

u
c内
E
E
r
Z
M
m
仰向。

a
m
o内
向

r
E
O
P
4
3
C
E《
】
ロ
釦
]
唱
。
週
刊

a

2
 

自

E
二

嵐

官

官

Zdp「

γ
そ
し
て
「
と
れ
は
人
口
に
封
ず
る
強
烈

己 w 且
に sっ
現 t不
は孟断
れ R に

る~ f乍
も自用
の忌ナ
~p .Q る
"9  ~妨
賃芸害
窮品を
とg. ~主
罪 2 味
悪てす
』困る

~ '8 ~ 
画官て3
~ ~ PJ 
脚 吉 広

?E3 
~'24)V叫 E
) そ 加

で
『
前
者
町
貧
窮
は
絡
謝
的
必
然
的
結
旧
市
で
め
り
、
罪
恐
は

可
能
的
結
果
で
あ
る
。
」

(
3
5
F
5
5
2
皆川
W
E
E
p
r
z
E
o
q

5
2
5
E〕
可
。
。
ロ
問
。

Anoロ
2
E
=
・
4
H
B
M印
刷

H
E
m
-
L
W
官
。
ず
乞

L
6
n
c守
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EAdmuヨ
om

し
か
し
、
乙
れ
で
は
人
の
世
は
聞
に
面
す
る
ほ
か
左
い
。
そ

第
五
十
巻

互乙

第
四
班

= 
O 

れ
で
マ
ル
サ
ス
は
人
口
と
食
料
の
増
加
李
相
異
の
調
節
者
と
し

mm 

で
貧
窮
、
罪
悪
の
外
に
更
に
『
遺
徳
的
抑
制
』

(
g
E
E寄
E
4

を
も
っ
て
〈
る
と
と
に
よ
り
て
枇
舎
の
前
注
に
一
綾
の
光
明
を

投
ぜ
む
と
す
る
。

し
か
し
友
が
ら
「
遺
徳
的
抑
制
」
と
は
結
婚
を
抑
制
し
而
も

不
E
在
る
情
欲
の
満
足
を
件
は
ぎ
る
も
の

(
F
O
B
E
H
Z
P
Q自"“

 

自

2
5
m
m
S戸
吾
朗
問
。
円

E
-
2
E
石
5
0唱
E
m
E岡田
E
Z
Bと
換

言
す
れ
ば
『
わ
れ

b
れ
が
家
族
を
養
ひ
得
る
ま
で
結
婚
を
抑
制

し
、
而
も
、
そ
の
問
完
全
に
道
徳
的
行
震
を
守
る
と
と
」

(
F
O

息切

E
E
s
m
p
o
E
E
2
2ぷ
3

E】
老
町
旬
。

E
m
g
P
E
E
P
Z
E
E
u
o
ユ8

 

凶

F
E
q
U
4
2
F
凶

官

H
r
a
q
目
。

E
E
E
z
o
m
E
h吉
岡

F
え
旬
。
周
回
白
色
)

の
謂
で
あ
っ
て
そ
れ
は
先
に
掲
げ
た
る
わ
れ
わ
れ
の
天
性
に
開

ず
る
締
法
の
務
更
を
意
味
す
る
黙
に
於
て
論
班
の
矛
盾
横
着
に

陥
り
は
せ
む
か
と
云
ム
懸
念
が
る
る
。
ま
た
マ
ル
サ
ス
白
人
口

論
は
貧
窮
を
人
潟
制
皮
の
所
在
と
し
て
、
そ
の
根
絶
を
外
部
制

度
の
抽
出
草
に
求
む
る
や
つ
ド
ウ
ヰ
ン
の
執
烈
火
の
如
き
現
想
論
を

排
撃
す
る
忙
貧
乏
の
原
因
を
向
然
法
則
に
臨
す
る
冷
酷
氷
白
如

昔
現
質
論
を
以
て
せ
ヲ
の
も
の
と
云
は
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ

and Other Writers， London: Printed for J-Johnson， in St. Paul's Church-
Yard. 1798， p. Il. 19) ibid.， p. II. 20) ihiil. p. 11 
ibid'J p. 13-14. 22) ibid.， p. 14・ 23) ibid.， p. 14-
ibid.， p. IS. 25) ibid.， p. 15. 
T. R. Mathus， An Essay on the Pdnciple of Population， (Ward and Lock 

)
)
)
 

E
4
6
i
 

2
2
2
 



は
人
類
全
鰻
白
貧
之
の
説
明
と
し
て
は
う
な
づ
け
る
が
、
飽
食

媛
衣
の
人
の
あ
る
反
面
に
あ
る
糊
口
白
資
に
窮
す
る
者
を
指
す

言
葉
の
背
泡
の
意
味
に
於
け
る
貧
乏
の
説
明
と
し
て
は
不
定
分

で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ね
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
も
起
り

う
る
。し

か
し
な
が
ら
、
か
く
の
如
昔
は
一
般
経
掛
撃
史
の
取
り
扱

ふ
領
域
に
属
ナ
る
。
私
が
己
主
に
マ
ル
サ
ス
白
人
口
論
を
引
く

所
以
は
、
支
那
に
於
て
し
か
も
先
秦
時
代
に
既
に
こ
れ
と
問
巧

具
曲
と
目
し
う
る
も
の
が
あ
る
の
で
松
此
封
服
し
て
そ
の
相
似

性
を
一
不
苫
ん
が
た
め
に
外
友
ら
由
。
し
か
ら
ば
そ
れ
は
い
か
在

る
も
の
か
と
云
へ
ば
、
そ
れ
は
印
韓
非
子
の
人
口
に
閲
す
る
論

議
で
あ
る
。

韓
非
子
は
始
め
人
口
稀
少
な
る
と
き
は
財
は
徐
り
あ
り
て
世

は
恭
平
で
あ
る
が
、
や
が
て
人
口
増
大
す
る
と
財
貨
不
足
を
骨

げ
、
従
て
人
は
争
ひ
世
は
飢
れ
る
と
し
て
次
の
一
一
昌
ヘ
を
矯
す
。
臼

p
、、

「
古
者
丈
夫
不
耕
。

草
木
之
費
足
食
也
。

婦
人
不
織
コ
禽

獣
之
皮
足
衣
也
。
不
市
中
力
而
養
足
。
人
民
少
而
財
有
飴
3

故

東
西
純
済
思
想
円
相
叫
性

民
不
争
。
是
以
厚
賞
不
行
。
重
罰
不
用
。
而
民
自
治
。

A
7
人

有
五
子
。
不
潟
多
。
子
叉
有
五
子
。
大
父
未
死
而
有
二
十
五

孫
。
是
以
人
民
衆
而
貨
財
寡
o
事
力
持
而
供
養
薄
。
故
民
守
。

明

雄
倍
賞
累
罰
而
不
完
於
飢
。
』

論
旨
全
く
7

ル
サ
ス
の
そ
れ
を
初
仰
せ
し
む
る
に
足
る
が
、

己
と
に
そ
の
人
口
増
加
李
伊
一
幾
何
級
数
的
忙
表
現
せ
る
黙
に
至

り
て
相
似
一
に
己
と
に
至
る
か
の
讃
嘆
世
禁
じ
得
ざ
る
も
の
が

あ
る
で
は
泣
い
か
。

四

司
馬
還
と
見
ミ
λ

司
日
向
調
理
は
、
私
の
見
る
と
と
ろ
に
上
れ
ば
、
経
例
現
象
を
よ

〈
現
併
せ
る
人
の
一
人
で
あ
る
。
彼
は
人
聞
の
欲
望
を
肯
定
し

て
『
耳
目
欲
桜
聾
色
之
芽
。
口
敏
筑
忽
袋
之
味
。
身
安
抽
地
裁
。

而
心
誇
持
勢
能
之
柴
。
使
俗
之
輔
氏
久
実
。
雌
戸
設
以
砂
論
。

終
不
能
化
。
放
韮
口
者
間
之
。
)
共
次
利
道
之
。
共
攻
教
誌
之
。
共

M
W
 

次
議
費
之
。
最
下
者
山
内
之
争
。
』
と
言
ふ
。
総
て
欲
望
を
克
足
す

之る
具具
也?と
ι二31)る

と財
戸貨
奇を

v 市

然印
らじ
はで
M 、
'T)' =司

氏諮
如俗
イ可 音壁
t亡 M収

ヨー 飲
j蚕食
せ
ら奉
れ生
?之'"
'J とS

j]> ;9E 

第
五
十
巻

五
一
一
二
=

第
四
蹴

ー

Co.'s ed.) p. 9 
Ma1tht町 ibid.，p. 9. 28) Malthus. ibid.， p. 4S6. 
韓非子、巻第十九、五翠篇第四十九。
司馬選、史記、ー百二十九、貨殖列博第六十九。
司局場、同上書。
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と
云
へ
ば
、
『
人
各
任
共
能
。
掲
共
力
。
以
得
所
欲
。
』
と
言
ぴ
、

叉
「
主
而
食
之
。
虞
而
出
之
。
工
而
成
之
。
商
而
通
之
出
或

は
叉
『
長
不
出
則
乏
共
食
。
エ
不
出
則
乏
共
事
。
商
不
出
則
三

賓
結
。
虞
不
出
則
財
匠
少
。
財
医
少
而
山
津
不
鮮
尖
。
此
四
者

民
所
衣
食
之
原
也
下
』
と
-
一
面
ふ
。
と
れ
に
よ
り
て
と
れ
を
み
れ
ば

彼
が
所
謂
分
業
を
識
一
認
せ
る
者
な
る
と
と
は
明
で
あ
る
。
し
か

る
に
生
産
は
消
費
の
た
め
に
行
は
れ
、
消
費
は
生
産
に
よ
り
℃

可
能
で
あ
り
、
そ
し
て
分
業
は
生
産
の
主
憾
と
消
費
D
主
位
白

分
化
主
意
味
す
る
。
故
に
分
業
は
営
然
に
そ
の
集
化
、
換
言
す

れ
ば
分
化
し
た
る
生
産
の
主
健
と
消
費
の
主
植
を
財
貨
の
獲
得

の
上
に
於
て
連
結
す
る
と
と
を
前
提
し
諌
想
せ
ね
ば
左
ら
ぬ
。

そ
し
て
そ
れ
は
交
易
に
よ
り
て
可
能
で
あ
る
占
云
へ
る
。
し
か

ら
ば
そ
れ
ら
分
業
乃
至
交
易
は
如
何
に
し
て
成
立
す
る
か
。
い

士
司
馬
還
の
こ
の
賄
に
閥
ず
る
見
解
守
一
伺
へ
ば
、
彼
同
く
、

有

『
此
専
有
政
教
波
徴
矧
曾
哉
。
』
と
。
又
日
く
、
『
物
賎
之
徴
賞
。

貴
之
徴
臨
時
。
各
勧
共
業
。
柴
共
事
。
若
水
之
趨
下
。
日
伐
無
休

時
。
不
召
而
自
来
。
不
求
而
民
出
之
。
量
非
道
之
所
符
而
自
然

泌

之
険
郡
。
』
邸
伎
に
よ
れ
ば
人
が
分
業
を
営
み
交
易
主
行
ふ
は
決

第
五
十
巻

五
コ
一
回

第
四
鵠

一

し
て
そ
の
利
徒
主
穣
想
し
て
計
書
的
に
行
ム
の
で
も
託
け
れ
ば

叉
何
人
か
の
指
館
競
令
あ
る
に
よ
わ
潟
さ
れ
る
の
で
も
な
ぐ
、

例
へ
ば
、
水
の
低
吉
に
つ
く
が
如
〈
、
こ
と
は
自
然
に
出
づ
る

と
せ
ら
れ
る
。

論
じ
て
と
と
に
至
る
と
昔
、
私
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
、
モ

れ
に
よ
っ
て
経
済
翠
父
の
柴
替
を
か
ち
得
た
る
不
朽
の
名
著

「
岡
富
論
』
に
於
て
、
開
巻
先
づ
同
じ
く
分
業
を
論
じ
て
、
そ
の

重
要
性
を
指
摘
せ
る
際
に
述
べ
た
る
一
旬
奇
想
超
せ
ざ
る
を
得

ね
。
同
く
、
表
、
p
z
a
=
z
Eロ

L
-島
。
皇
、
町
内
5

4司
}
M
M
O
V
E
E
E可

E

Zロ
E
唱
ω
目

。

骨

2
5
p
m
m
ロ
。
件
。
己
岡
戸

E
]
q
F
o
n
F
a
o内
自
〕
可

伊
回
目

R
M
g白
色
。
包
・

4弓
M
M
M
O
V
F
5
0
2
2邑

H回
宮
口
仏
納
骨
}
凶
鈴
仲
間
。
ロ

O
E一目

。

-vE2Mno
降

。

司

HH呂
}
戸
』
月
間
白
〈
の
叫
。

00mgEロ
E
H件
窃

ZHO
国

OAuogNロー一
F

F
S
R
V
4
5号
明
】
。
君
、

E
凪
四
日
《
凶

E

r

g回
日

官

自

由

。

町

"
E
E
E

司
自
匂
E
M
2
4
目

WM匡
国
防
ロ
ヨ

E
S話

44EOHHV自

E
4
E
0
4
4
p

。
maO宮

市
阿
時
四
回
初
回
〈
。
宮
内
己
芹
〕
可
、

3HOMM】
『
。
唱
。
回
殴
戸
時
〕
可
向
。
骨
同
国
仇

Hrrm凶ユ
n
H
J
m
n
L
O
U
2
r
p
m
m
o

町

。
ロ

O
昆
己
宮
崎
喝
。
『
凶
ロ

o
-
r
o
t

こ
れ
に
よ
り
て
こ
れ
を
み
れ
ば
、
ス
ミ
ス
も
亦
、
分
業
交
易

を
以
て
人
智
に
基
づ
か
宇
し
て
自
然
に
向
づ
る
と
せ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
二
人
の
み
る
と
こ
る
ま
さ
に
符
節
を
合
す
る
が
如
き

司馬遷、防I上書。 33) 司馬選、同上番。
司馬選、同上書。 35) 司馬謡、同上書日
司馬選、向上書
Adam Smith， An lnquiry into the Nature and Causes of the Wea1th of 
Nations， Cannan's ed.，-voJ. J，) p. 15・

32) 

3') 
36) 
37) 



を
認
め
ざ
る
を
得
ぬ
。
し
か
し
左
が
ら
二
人
の
考
へ
の
相
似
は

と
れ
の
み
に
と
刊
誌
ま
ら
血
。

司
馬
遼
は
分
業
交
易
の
成
立
を
論
じ
て
そ
れ
は
人
鋳
忙
基
一
か

中
し
て
自
然
に
出
づ
る
宇
設
く
が
、
し
か
ら
ば
自
然
は
如
何
に

人
を
駈
h

り
で
分
業
交
易
を
行
は
し
む
る
か
。
会
議
交
日
却
の
成
悶

を
自
然
に
師
す
る
以
上
は
必
や
や
と
の
貼
に
闘
す
る
説
明
友
か

る
べ
か
ら
ざ
る
筈
で
あ
る
。
そ
し
て
ス
ミ
ス
は
と
れ
が
説
明
を

人
の
利
己
心
(
E
2
2
4
に
求
め
て
つ
ぎ
の
如
く
言
ム
。

ぬ
一
巳
E
F
忠
己
田
富
士
。
E
V
E
E
。
R
E
M
O
国
内
O
ユ
r
o
V
色
旬
。
同
V
Z
V
E
T
E

自己
-
z
z
E
戸
E
F
H
E
E
Z
O
M司
R
Z
Z
E
E
E
O
M
ユv-EM26rロ日

。目
q
・
Z
O
z
-
-
ヴ
ゐ
自
2
0
E
F
O
]
〕
可
吉
官
官
目
白
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町
r
o
o
m
ロ
5
5
5
己

F
E円

m
m
R
H
0
2
5
y
a
r
d
E己E
u
E
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vr。4
F
O自

E
E
二
Z
m
p円

F
a
川
。
話
回
ロ
ハ
凶
E
一
回
Z
m
m
F
L
。
Fぺ

E
自
主
-
H
E
r
n
ベ
Z
E
B
印
。
『

F
O
B
耳
吉
2
2
0由
。

E

E

自
主
Y
E
P
C
E
m
sロ
え

E
『

E
E
P

官
。
旬
。
E
V
Z
乱

O
F
F
。
宕

O
F
b
F弘
司

E
n
V
H
4
ω
ロ
時
、
M
W
Z
凶
〕
苫
c

m
r
M
以
己
F
p
d
R
何
時
}
回
広
場
V
R
W
M
〕
。
口
調
E
5
5
F
O
向
。
m
w
E
M
巴
問
。
町
内
〈
宮
司

E
n
t
o
『
z
u
s
m
H
品
目
的
目
F
E
E
P
ロ
ロ
命
同
月
『
且
毒
。
。
r
z
g
p
。
自

E
m
g
O
E
O
-
z
r
肉

E

E
宮内
Z
T
7
2
問

S
仏
♀
自
の

E
Z
R
F

者

muFhwE品

E
P
O
O
D
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田

Z
E
Z
P
G
E
Z
M
O
げ
ぬ
ロ
2
、
。
庁
コ
2
0『

F
O

戸岡戸時
σ
『
の
♂
円
7
0
【
》
円
。
君
。
♂
。
円
Z
5
r
m
w
-
a日

1M2MhHF42句。nMHvmの再。ロ司
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恒
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E
E
U
M
G
E
E
-
z
J
訂正

Z
F
E
Z
-
M
Z
E
E
E
F
げ

E
Z
F
2円

m
m
R

F
4
3
m
w
回
仏
国
0
4
0
同
E
F
E
F
。
芭
。
『
。
出
吋
。
ぎ
ロ
ヨ
伺
R
2
2
Z
2
r
白
向
。
『

j
 "
 

ヨ

時vo--「白色〈mw白骨mFi伺
OM

知
ら
や
司
馬
遼
は
そ
れ
を
如
何
に
翻
じ
、
如
何
に
説
明
せ
ん

と
す
る
か
。
と
の
剖
に
就
い
て
見
る
も
わ
れ
わ
れ
は
亦
、
東
西

の
雨
思
想
家
が
殆
ど
そ
の
授
を
一
に
す
る
を
見
る

Q

郎
、
司
馬

濯
も
亦
、
そ
れ
を
宮
を
求
む
る
人
の
性
情
、
利
己
山
よ
り
説
明

し
て
或
は
華
麗
無
比
の
卒
何
に
托
し
て

『
賢
人
深
謀
於
廊

L

刷
。
論
議
朝
廷
。
守
信
犯
節

Q

隠
居
巌
穴

之
士
。
設
潟
名
高
者
。
安
帥
乎
。
師
於
官
厚
也
。
是
以
廉
吏

久
久
史
』
一
品
。
廉
質
問
岬
富
。
富
者
人
之
情
性
。
所
不
皐
而
供
欲

者
山
叫
。
故
批
士
在
軍
。
攻
城
先
堂
。
陥
陣
却
敵
。
斬
勝
事
旗
。

前
蒙
矢
石
。
不
治
湯
大
之
難
者
。
矯
買
賞
使
也
臼
其
在
問
巷

少
年
。
攻
剥
椎
担
。
幼
人
作
姦
。
掘
策
銭
幣
。
任
侠
井
殺
。

借
交
報
仇
。
纂
逐
幽
隠
。
不
避
法
禁
。
定
死
地
如
驚
。
共
貫

骨
骨
刷
財
用
耳
。
今
夫
越
女
鄭
姫
。
設
形
容
拠
鳴
琴
。
撒
長
決

蹄
利
属
。
目
挑
hv
招
。
山
判
不
逮
千
里
。
不
探
老
少
者
。
奔
宮

厚
也
。
激
闘
公
子
。
飾
冠
刷
脳
連
車
騎
。
亦
矯
官
賞
容
也
。
先

第
五
十
巻

五
三
五

第
四
続

= 
= 

Adam Smith， ibid. p. 16. 3") 



東
西
経
済
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射
漁
猟
o

祖
国
良
市
悦
。
冒
霜
写
。
馳
院
谷
。
不
避
猛
獣
之
害
。

偶
得
味
也
。
博
殿
馳
}
迎
。
闘
難
走
狗
。
作
色
相
吟
。
必
争
勝

者
。
章
夫
負
也
。
岡
田
一
方
諸
食
技
術
之
人
。
焦
榊
磁
能
。
偏
重

糟
也
。
吏
士
舞
丈
弄
法
。
刻
孝
係
書
。
不
控
刀
鋸
之
誌
者
。

波
於
賂
遺
也
。
農
工
商
冒
畜
長
。
間
求
宮
山
骨
貨
也
。
此
有
知

蓋
能
索
耳
。
終
不
徐
力
而
譲
財
実
。

草
山
至
家
食
岨
机
老
。

妻
子
軟
弱
。
歳
時
無
以
祭
杷
。
準
鴫
飲
食
。
被
服
不
足
以
自

損
。
如
此
不
懇
恥
則
無
所
北
実
。
是
以
無
財
作
力
。
少
有
闘

"
 

智
o
既
僕
争
時
。
此
共
大
経
也
o
』

と
言
ひ
、

『
天
下
牒
照
。

天
下
壌

時
鋳
利
来
。

又
は
簡
明
に

壊
。
皆
錫
利
往
叫
」
止
も
↑
一
員
ふ
。
何
ぞ
ス
ミ
ス
と
口
吻
を
等
し
く

ず
る
乙
と
の
甚
し
き
や
。
そ
し
て
私
は
『
越
女
節
姉
』
が
「
目
挑

心
招
』
き
『
不
揮
老
少
者
』
は
帥
『
奔
富
田
時
也
」
L
」
一
古
ム
現
象
が
現

代
で
も
あ
る
巷
広
は
見
出
さ
れ
、
又
今
日
上
海
D
-
名
物
で
あ

る
所
謂
葬
狗
(
目
。
肉

E
自
)
に
於
て
『
走
狗
』
せ
て
「
作
色
』
し
て

ゐ
る
と
B

と
を
思
ひ
て
そ
ぞ
ろ
感
な
き
を
得
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
B

と
も
か
く
、
ス
ミ
ス
は
上
惑
の
利
己
心
の
是
認
よ
り
や

が
て
進
ん
で
、
各
人
の
利
益
は
各
人
自
ら
が
最
よ
〈
己
れ
を
知

第
五
十
巻

五
三
六

四

静
四
掛

る
が
故
民
各
人
を
し
て
利
己
心
の
満
足
を
求
め
て
私
利
を
遁
求

せ
し
む
る
と
き
は
、
『
見
え
ざ
る
手
』

(
E
2
F
-
o
F
E
)
は
と
れ

を
導
い
て
自
ら
怠
る
調
和
を
生
じ
、
一
世
曾
の
繁
柴
を
招
来
す
る

に
至
る
ぺ
し
と
観
じ
て
、
高
く
レ
イ
セ

l
、
フ
ェ
ー
ル
、
レ
イ

セ
I

J
ハ
ツ
セ

1
(
E
5
5
E
F
E
u目
N

唱
臣
官
)
の
旗
を
掲
げ
、

汗
渉
政
策
を
排
撃
し
て
自
由
政
任
政
策

E
強
制
す
る
己
と
は
あ

ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
司
馬
遼
も
亦
自
由
放
任
論
者
で
あ

る
己
と
は
例
へ
ば
先
に
引
け
る
諸
何
の
行
聞
に
遊
る
語
気
よ
り

し
て
容
易
に
看
取
し
得
る
と
己
刊
の
で
あ
る
が
、
就
中
、
各
人
の

私
欲
を
肯
定
し
て
、

之
。
共
夫
整
賓
之
。
最
下
者
興
之
準
。
』
と
せ
る
に
於
て
明
明
白

「
善
者
間
之
。
共
究
利
道
之
。
共
次
敬
語

白
二
貼
疑
問
の
徐
地
を
残
さ
む
と
言
ム
を
悌
ら
由
で
あ
ら
う
。
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